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銀河系には太陽に対する相対速度が大きな高速度星が存在する。なかには銀河系の脱出速度を上回る速度をも
つものがあり、これらは銀河系から飛び出そうとしているものや銀河系の外から降着して来たものであると考え
られている。それらの高速度星の運動をさかのぼり起源を特定することで、銀河系の進化の歴史を調べることが
できる。最近のGaia DR2によって太陽の近傍の恒星の位置と固有運動が測定されたことで高速度星を多く見つ
けられるようになった。今回我々はGaia DR2の位置と固有運動のデータから計算される運動速度の下限値に基
づいて、3つの高速度星の候補を選択した。すばる観測研究体験企画によりすばる望遠鏡の高分散分光器 (HDS)
を用いてこれらの星を観測し、吸収線の解析から視線速度を測定した。測定した視線速度とGaia DR2のデータ
を合わせることで銀河系内でどのような速度成分を持っているか求め、実際に銀河系の脱出速度に迫る速度をも
つ星であることを確認した。解析の結果からいずれも銀河系の内側へと向かう速度成分を持つことがわかり、こ
の結果はこれらの星が銀河ハローに分布している星、または銀河系の外から降着してきた天体であることを示唆
する。


